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ガラス．の５さざ慄

太平洋戦争末期、東京大空襲で母と姉を失い、疎開先の二宮では機銃掃射により

父をも失う悲惨な体験を綴った自伝小説高木敏子著「ガラスのうさぎ」の中に、

けなげに生きる少女を温かく励ます二宮の人達が描かれています。この像は平和

　　　の尊さと二度と戦争はあってはならないとの思いがこもった浄財で建てl

られています手に持っているいびつなガラスのうさぎは母と姉を失っ

　　、た空襲の火災熱を表現しています。

かわわじんじゃ

川勾判l徊;

延喜式（９２７年）にみられる川勾神社は二宮明神社とも言い、創祀は

第11代垂仁天皇（在位前29～70年）の時代と伝えられ師長の国の一

の宮でした。その後、相模の国が出来た時にその地位を寒川神社に譲った

と言われます。源頼朝ら鎌倉武士団や小田原北条一族の崇敬が厚く、小田

原城の鬼門除守護神として保護されてきました。また徳川氏も代々よく信

仰したと伝えられます。隋神門の左右に祀られている木像二躯は、度重な

る兵火を潜りぬけた千年あまり前のものです。毎年五月五日には川勾神社を含め五社の神輿が神揃山

（大磯町）へ集まる国府祭が有名で、相模の国のーの宮を争う故事を今に伝えています。

きねんかん

;3ヽたみ記念館

二宮町の出身で異才の洋画家二見利節の作品を収蔵した記念館です。明

治44年10月旧吾妻村（現山西）に７人兄弟の次男として生まれ、昭和

６年小田原在住の画家井上三綱に油絵の指導を仰ぎ、昭和８年春陽会展

に初入選した「温かい部屋」が画家二見利節の出発点と言えます。昭和

14年代表作の「三人の女」を完成させ「T子」「横たわる女」が文展で連

続特選となりました。昭和40年代に入り日動画廊の援助を受けて昭和47

年に同画廊で個展を開催しましたが、昭和51年乳癌で生涯を閉じました。

開館時間:10～16時　休館日：月曜日、祝祭日の翌日（月曜日が祝日の場合は開館し翌日休館）

あづまやまこうえん

吾妻山公園

二宮町の中心に位置する136.2mの吾妻山を整備した都市公園です。散策

道を抜けた山頂では、緩やかな斜面に芝生広場が広がり、背景には富士山

や伊豆大島、伊豆半島や三浦半島までが見渡せます。また、１月～２月に

は約45､000株の菜の花が咲き、４月には桜、５月はつつじ、６月はあじさ

い、７月～８月にはコスモスなど、それぞれの季節に豊かな彩りをお楽し

み頂けます。



あづまじんじゃ

　　　　吾妻神社

自|』建は第12代景行天皇（在位西暦71～130年）の時代だと伝えらわ

ます。言い伝えには日本武尊（景行天皇の第２子）が東征の途中、

創建は第12代景行天皇（在位西暦71～130年）の時代だと伝えられ

海路上総（千葉県）へ渡ろうとすると突如として暴風が起こり、妻の

弟橘媛命は海の神の怒りを鎮め、夫の武運を祈るため荒れる海へ身

を投じるとたちまち海は穏やかになりました。その後、海辺に流れ着い

た命の櫛と小袖を人々が山頂に運び埋めました。この場所が吾妻神社で

あり、前一帯を埋沢、海岸を袖が浦と言うようになったと伝えられています。日本武尊が東北平定の帰

路、相模の国から甲斐へでる途中の峠で遥か東の海を眺めながら「あずまはや（吾が妻の意）」と嘆き、

亡き妻を偲んだところから命を祀った山を吾妻山と呼ぶようになったと言います。

そがきょうだい はか ちそくじ

曽我兄弟の簒（知足寺〉

知足寺の境内西方の丘に、室町時代の『曽我物語』で有名になった曽我

兄弟と二宮弥太郎朝定夫妻の大きな自然石の墓石があり、土地の人は

「曽我兄弟の墓」と呼んでいます。兄弟は建久３年（1192年）5月父の仇

工藤祐経を討って永年の本懐を遂げ、討ち死にしました。その後姉は出

家し、ねんごろに兄弟の菩提を弔いました。

とくとみそほうきねんかん

徒言解峰記念館

二宮町観光協会

そほうどう

(蘇峰堂)
明治・大正・昭和と三代にわたリ活躍した言論人であリ歴史家であった

徳富蘇峰は、文久３年（1863年）現熊本県に庄屋兼代官の家に生まれ、

弟に徳富蘆花がいます。この記念館は蘇峰に長らく秘書として仕えた塩

崎彦市氏（号静峰）によってその邸内へ建設されたものです。館内には、

蘇峰の書簡・蔵書・揮毫・原稿・その他遺品と塩崎氏が蒐集していた資

料を合わせて保存し、公開した記念館です。邸内には梅の古木が多く、

花が咲く頃の臥龍梅は見ごたえがあります。

開館時間:10～16時　休館日:月曜日　梅園:梅の開花時期は常時開園

〒259-0123神奈川県中郡二宮町二宮876-1番地（駅前町民会館内）

TEL/FAX : 0463-73-1208

ﾎｰﾑへｰｼ’:http://shonan-ninomiya-kankou.com

編集・発行二宮町観光脇会　　この印刷物の全部または一部を無断で複製使用する事を禁じます.
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